
（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「天皇陛下へ献穀するコメに選ばれ本当にう
れしい。自分のコメが認められたのだから。同時
に、もう品質の悪いものは作れない。もっともっ
と努力しなければと思っている」と気を引き締
める千葉さん。
　平成27年度「新嘗祭献穀献納式」は2015年
10月23日、皇居の賢

かし

所
どころ

参集所で開かれ、本県代
表として、千葉さんのササニシキが天皇陛下に
献納されました。県では、県農林産物品評会で、
農林水産大臣賞を受賞した農家に献穀米の作付
けを依頼。全国有数の米どころである宮城県。
宮城で献穀米を作付けすることは、全国屈指の
コメ農家である証です。
　ここに至るまでの千葉さんの農業人生は「挑

戦」の連続でした。就農後、コメと肉用牛の飼育
（肥育、繁殖、一貫経営）、転作田の作業などに取
り組んできました。目まぐるしく移り変わる農
業情勢。その中で、時々に適した農業経営を模索
してきました。そしてここ10年、特に力を入れ
てきたのが「ササニシキ」の作付け。かつて一世
を風靡した、ササニシキの現在の作付面積は決
して多くありません。
　「登米市を米どころにしたササニシキ。ササ
の『優しいおいしさ』をなくしたくない」と熱く
語る千葉さん。「よいものを消費者に届けたい」
就農当時から変わらないこの思いと、お世話に
なった人たちへの感謝を胸に、千葉さんの挑戦
は続いていきます。

▼
今
月
は
市
民
の
広
場
な
ど
を

担
当
。
小
学
生
か
ら
90
歳
を
超

え
る
大
先
輩
と
、
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
を
取
材
し
た
。
年
は

違
え
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
話

に
は
、
新
し
い
気
づ
き
や
発
見

が
あ
る
。「
話
が
面
白
か
っ
た
」

「
ま
た
お
茶
っ
こ
飲
み
ご
ざ
い

ん
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う

自
分
を
磨
こ
う
。（
及
川
）

▼
１
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
成

人
式
。
華
や
か
な
振
袖
や
ビ

シ
ッ
と
し
た
ス
ー
ツ
を
身
に
ま

と
い
、
懐
か
し
い
友
人
た
ち
と

の
再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
新

成
人
の
皆
さ
ん
。
式
典
で
の
来

賓
や
仲
間
の
言
葉
を
真
剣
に
受

け
止
め
る
姿
は
特
に
印
象
的
で

し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
佐

藤
）

▼
日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
冬
は
、
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る

季
節
。
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

予
防
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
病
気
に
な
る
と
、

仕
事
を
休
ん
だ
り
、
う
つ
し
た

り
と
、
周
り
に
も
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。（
田
代
）

Profi le


